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田植えスタート田植えスタート

　4月26日から5月７日にかけ、当JA管内各支所で水稲育苗ハウスの巡回が行われた。支所営農課職

員を中心に、支所金融共済課、支所資材課、資材推進課、販売部、また空知農業改良普及センター北空知

支所の職員などが班に分かれて、同管内の水稲生産者約650戸を訪問し、苗の草丈などの生育状況やハ

ウス内の保温、灌水方式、今後の育苗管理について確認した。

　巡回した職員は、「今年は4月中旬から下旬にかけて天候が安定しない日が多く、ハウスの温度管理が

難しいが、育苗は順調に進んでいる。今後も天候や気温に合わせてハウス内の換気や保温など温度管理を

行ってほしい」などアドバイスした。

水稲育苗巡回を実施

　5月11日から、納内地区を皮切りに、JA管内各地区で田植え作業がスタートした。

　多度志地区では、(株 )ピースファーミング≪代表取締役　大井　研太さん≫（表紙写真）が5月12日から

作業を始め、GPS自動操舵機能を付けた田植機を使用し７日ほどかけて約30haに「ゆめぴりか」「ななつ

ぼし」「きらら397」「ふっくりんこ」を作付けする。大井さんは、「今年は播種後低温が続き心配していたが、

生育も良かったため作業は順調に進んでいる。新型コロナウイルスの影響で米価の下落等も心配にはなるが、

好天が続くことを願い、今年も消費者が喜ぶおいしいお米を作りたい。」と話された。

　今年度のJA管内では、うるち米ともち米合わせて計約9,650haで作付けする見込み。田植え作業は5月

20日頃ピークを迎え、5月末頃まで続く予定。
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　4月28日に北竜地区、30日に雨竜地区の全12会場で第1回水稲現地研修会「青空教室」が開催され、

あわせて約120名の組合員が参加した。

　空知農業改良普及センター北空知支所の専門普及指導員とJA職員が講師を務め、苗質向上技術や育苗期

間における灌水のポイント、育苗障害防止の注意点などについて説明した。

　普及センターの須佐　直係長は育苗ハウスの温度管理について「夜温が高いと苗が通常より長く伸びる徒

長の恐れがあるため、夜温には十分注意して頂きたい。」とアドバイスした。参加者は、出芽状況や育苗期間

の灌水について意見や情報を交換した。

北竜地区 雨竜地区

　5月8日から20日にかけ、水稲直播研究会による今年度の直播播種作業が行われた。研

究会では、7名のオペレーターにJA職員が付きGPS自動操舵機能を付けた12条の専用

播種機を使用し作業を行った。

　同会員32人の水田に「ななつぼし」「ゆめぴりか」「えみまる」のほか、飼料用米の「そ

らゆたか」などの種籾を作付けた。昨年と比べて面積は20ha増え90haとなった。

　JAの担当職員は、「今年から女性を含め新たに4名のオペレーターが加わったが、GPS

操舵が付いた播種機のため簡単に播種を行う

ことができる。また自動で走るので種籾がし

っかりと播かれているか余裕をもって確認で

き、作業ができる」と話す。

水稲直播研究会　播種作業水稲直播研究会　播種作業

販売部販売部販売部販売部
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　6月より営業時間が下記の通り変更となります。

　※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、営業時間を変更する場合がございます。

直売所eciRからのお知らせ直売所eciRからのお知らせ

6月から9月までの営業時間：9：00 ～19：00

　4月25日、きたそらちの春の味覚を代表する果実、春作いちごの「けんたろう」が初出荷を迎えた。こ

の日は納内地区の尾郷勝さんより8パック出荷された。春先の好天により例年より2週間ほど早く、昨年と

比べ9日早い出荷となった。

　当JA管内の春作いちごは、「けんたろう」と「ゆ

きララ」の2種類があり市内2戸の生産者で約

3,000株を栽培しており、6月中下旬頃まで出荷

される。道内近郊市場に出荷し、道の駅「ライス

ランドふかがわ」当JA農産物直売所「eｃiR」な

どに並ぶ。

【青果部　植田】

　当ＪＡは管内小学校10校に、ＪＡバンクが制作した食育教材「農業とわたしたちの

くらし」を贈呈した。この教材は、農業や食、環境、またそれらに関わる経済活動な

どをイラストや写真、グラフでわかりやすく表現しており、次世代を担う子どもたちに農業への理解

を深めてもらおうと、平成20年から毎年継続して贈呈を行っている。

　今年は5月10日に柏木孝文組合長が深川市立音江小学校を訪問し、同校5年生に教材本20冊と

DVDを贈った。教材を受け取った同校の中嶋利啓学校長は、「今後予定している田植え体験学習等の

農業に関する授業に、寄贈頂いた教材本やDVDを結び付けた授業を行っていきたい。農業の町深川で

身近な農業についての知識を深め、生徒に関心を持ってもらいたい。」と話された。

管内小学校へ　食育教材を贈呈

管内小学校へ　食育教材を贈呈

管内小学校へ　食育教材を贈呈管内小学校へ　食育教材を贈呈 農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

青果部青果部青果部青果部

　4月25日、きたそらちの春の味覚を代表する果実、春作いちごの「けんたろう」が初出荷を迎えた。こ

の日は納内地区の尾郷勝さんより8パック出荷された。春先の好天により例年より2週間ほど早く、昨年と

比べ9日早い出荷となった。

　当JA管内の春作いちごは、「けんたろう」と「ゆきララ」の2種類があり市内2戸の生産者で約3,000

株を栽培しており、6月中下旬頃まで出荷される。道内近郊市場に出荷し、道の駅「ライスランド深川」当

JA農産物直売所「eｃiR」などに並ぶ。

【青果部　植田】

初出荷した尾郷　勝さんの父　敏明さん

春作いちご　出荷スタート春作いちご　出荷スタート
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青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより

　4月20日、青年部一已支部（大井賢太郎支部長、部員24名）

が営農学習会を実施し、部員8名が参加した。今回は一已地区水

稲生産者の中で密播(高密度播種苗移植栽培)に取り組んでいる

五十嵐剛氏の播種作業を視察した。密播は慣行のポットと比較し

て種籾が多く必要になるため導入コストが高くなるが、移植期間

の短縮や労力削減などのメリットが多いことなどを説明して頂い

た。

　大井支部長は、「人員の確保が難しくなっている昨今、こういっ

た工夫も検討していくことが大事だと感じた。コロナ禍で活動が

制限された中ではあるが今後も青年部活動へのご理解とご協力を

お願いしたい。」と話す。

【米穀課　松田】

青年部一已支部

密播(高密度播種苗移植栽培)
播種作業を視察

　4月20日、拓殖大学北海道短期大学にて令和3年度「北育ち元気塾」の第２回研修会が開催され、

元気塾生14名が出席した。

　空知農業改良普及センター北空知支所の田川洋一支所長よ

り「北空知の農業」をテーマにについて講義をいただき、空

知の作付状況や北空知の主要作物、農家戸数が減少し1人1

人の負担が大きくなっていることなど特徴や課題について話

をいただいた。

　続いて、拓殖大学北海道短期大学の岡田佳奈子准教授より

「土壌の基礎」と「土壌断面調査」について講義及び実習を

いただいた。

　講義で土壌の種類や土づくりなどの基礎を学んだ後に、同

大学のほ場にて土壌断面調査を行い、土の性質を調査した。

　岡田准教授は「土壌断面調査は、土層における水の挙動、

作物の根の伸長阻害や透水不良な層を把握することができ、

作物を生産するうえで重要な情報を得ることができるため、

自分のほ場でも試してほしい」と話した。

　ほとんどの塾生が土壌断面調査を行ったことがなく、貴重

な体験ができたと塾生は感想を述べた。

【営農企画課　石野】

北育ち元気塾第2回研修会　開催
令和３年度 農業

振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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雨竜支所

　5月13日、JA営農センター駐車場において『ＪＡきたそらち営農センター増築工事　起工式』を開

催した。

　現在のＪＡきたそらち本所は、旧ＪＡイチヤン（深川市北光町１丁目）の事務所を使用しており、築

60年以上が経過、建物の老朽化が進行し、特に2018年の胆振東部地震により状況はさらに悪化し、早

急に対応が求められた。

　本所の建て替えを検討する中において、将来に向けてJAのより効率的な体制整備を図っていくことと

し、ＪＡの本所機能を営農センターに集約し、営農から金融まで組合員

のワンストップ対応が可能な体制づくりを整備することとした。

　工事は、現営農センターの西側に、鉄骨平屋建て636.4㎡の会議室

等を増築し、併せて現営農センター内部の改修を実施する。

　起工式には、来賓、設計管理業者、施工業者など、現在のコロナ禍の

状況を踏まえ最小限の参列を頂き、施主である、JAきたそらち柏木組

合長は、「厳しさが増す農業・農協情勢の中、持続可能な地域農業に向

けて、JAの本所機能を集約し、より組合員にとって効率的な建物を整

備する。この営農センターが将来にわたり、組合員にとって使いやすく、

組合員に集っていただける施設を目指してまいりたい」と述べた。

　工事は令和3年11月に増築部分の完成・引渡し、令和4年1月に改

修工事の完成・引渡しを予定している。なお、金融共済店舗は、現在の

本所に隣接するホクレンショップイチヤン店内に移設し営業するととも

に、現在の本所建物は令和4年夏ごろに解体を予定している。

　（一社）日本飼料用米振興協議会及び農林水産省主催の『令和2年度

飼料用米多収日本一コンテスト』が開催され、当JAの直播研究会に所

属している雨竜町の谷本徹さんが「北海道農政事務所長賞（単位収量部

門　直播）」を受賞した。

　このコンテストは、飼料用米生産農家の生産技術の向上を目指し、多

収を実現している先進地で、他の模範となる経営体を表彰するもので、

多収品種をおおむね1ha以上生産し、生産コスト低減に取り組む、道内

生産者の中から谷本さんが表彰された。

　4月14日には、北海道農政事務所の山田英也所長が雨竜支所を訪れ、

谷本さんへ賞状が直接授与された。

　表彰を受けた谷本さんは、「平成26年から直播に取組み、平成30年より飼料用米品種のそらゆたか

を直播で作付している。育苗施設と労働力には限りがあり、移植と直播で作付け期間をずらすことで規

模拡大もできる。今回の受賞を機に更に高みを目指して頑張っていきたい。」と話された。

【雨竜支所　米倉】

『雨竜支所 谷本徹さん　飼料用米多収日本一コンテストで
北海道農政事務所長賞を受賞』

『雨竜支所 谷本徹さん　飼料用米多収日本一コンテストで
北海道農政事務所長賞を受賞』

ＪＡきたそらち営農センター増築工事　起工式開催ＪＡきたそらち営農センター増築工事　起工式開催

工事の安全を願い、

鍬入をする柏木組合長
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（ⓒよい食P）

（ⓒよい食P）

　組合員および地域の生涯にわたって近くにある存在のＪＡであるために、「なくてはならない職員づくり」「今

後のＪＡをよりよくするための仲間づくり」を目的として開講したサムライ塾。一昨年にスタートした１期生

が本年１月に約２年間のカリキュラムを終えて修了を迎え、本年度からは２期生によるサムライ塾が４月２８

日に開講した。

　当日の開講式では塾長の岩田清正専務より激励を受け、その後は石田邦雄先生より、「サムライ塾２期生

のスタートにあたって」～組織を変える、職場を変える、自分を変える～と題して講義を受講。終わりには

塾生リーダーに選任された梅村大輔主査より今後の決意表明が語られた。

　同塾は３５歳から３８歳までの７名により、２年間で１８回の

カリキュラムを実施する。

【人事課　中川】

　主体的に活動し成果を出し続ける若手職員育成に向け、仕事や役割等の活動領域を拡げることを目的に、

入組５年前後の若手職員１２名を塾生として指名し、４月２７日「自分塾・一般職編」を開講した。

　当日の開講式では柏木孝文組合長並びに塾長の岩田清正専務より激励を受け、その後の講義では石田邦

雄先生より、「自身の振り返りと主体性を発揮するための役割認識」～作業から仕事へ、仕事から志事へ～

と題して、個人研究やグループワークを交えて学んだ。

　本塾はサムライ塾１期生が企画し本年度より実施する「食農教育事業」の運営にも携わることとしており、

１年間で１１回のカリキュラムを実施する。

【人事課　中川】

総務部総務部総務部総務部 中核人財養成塾
「サムライ塾2期生」開講

中核人財養成塾
「サムライ塾2期生」開講

総務部総務部総務部総務部 若手人財養成塾
「自分塾・一般職編」開講

若手人財養成塾
「自分塾・一般職編」開講

※受講生名簿
金融共済音江支所　梅村　大輔　農業振興部振興課　　　佐野　雄平

担い手支援室　　　一戸　栄治　販売部農産課　　　　　蓑口　達矢

経済部資材課　　　中村　哲也　深川支所深川米穀施設課　小島　和也

雨竜支所営農課　　伊藤　勝成

※受講生名簿
金融共済多度志支所　植田　　愛　金融共済雨竜支所　青山　慶生

金融共済幌加内支所　齋藤　悠介　金融共済北竜支所　北島　亜美

総務部総務経理課　古川　和也　販売部農産課　　　辻　　聖也

販売部畜産課　　　松原　健太　経済部資材推進課　中村　敦洋

経済部音江整備工場　福田　卓真　深川支所営農課　　荒井　悠志

雨竜支所営農課　　佐野芙弥子　北竜支所営農課　　山田　雅典

（ⓒよい食P）

（ⓒよい食P）
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地区担当体制のご紹介
　ＪＡでは、組合員と共に地域農業を振興し、より良いＪＡ運営に向けて、地区担当体制を整備しています。
　今後、全戸巡回等を通じて組合員一人ひとりとの情報交換・ビジョンの共有を図ってい参りますので、よろしくお願いします。
　つきましては、本年度の地区担当職員及び作物別・部門別の担当職員をご紹介いたします。

音江地区
【上段・左より】宇野　誠一　課長（深川支所営農課）
　　　　　　　　松本　大輝　係　（深川支所営農課）
　　　　　　　　田中　里枝　係　（深川支所営農課）
　　　　　　　　森島　直樹　主査（振興課）
【下段・左より】遠藤　茂夫　主査（資材推進課）
　　　　　　　　越智　順哉　課長（資材推進課）
　　　　　　　　前田みゆき　課長（金融共済音江支所）
　　　　　　　　梅村　大輔　主査（金融共済音江支所）

メム地区
【上段・左より】上月　　洋　調査役（深川支所営農課）
　　　　　　　　齋藤　直寛　主査（深川支所営農課）
　　　　　　　　小島　和也　係　（深川米穀施設課）
　　　　　　　　中原　　淳　主査（米穀課）
【下段・左より】中村　敦洋　係　（資材推進課）
　　　　　　　　遠藤　茂夫　主査（資材推進課）
　　　　　　　　小野寺修一　課長（金融共済深川支所）
　　　　　　　　大島　幸男　調査役（金融共済深川支所）

一已地区 【上段・左より】渡辺　康貴　考査役（深川支所営農課）
　　　　　　　　荒井　悠志　係　（深川支所営農課）
　　　　　　　　堀口知江美　係　（深川支所営農課）
　　　　　　　　板見　秀二　係　（深川米穀施設課）
　　　　　　　　佐野　雄平　主査（振興課）
【下段・左より】白川　　航　係　（営農企画課）
　　　　　　　　田中　嘉浩　主査（資材推進課）
　　　　　　　　正田　佳子　主査（資材推進課）
　　　　　　　　山田　雄樹　主査（融資課）
　　　　　　　　戸嶋　凌太　係　（融資課）

納内地区
【上段・左より】吉田　拓哉　主査（深川支所営農課）

　　　　　　　　藤井　静代　係　（深川支所営農課）

　　　　　　　　一戸　栄治　主査（担い手支援室）

【下段・左より】越智　順哉　課長（資材推進課）

　　　　　　　　田中　嘉浩　主査（資材推進課）

　　　　　　　　太田　久志　課長（金融共済納内支所）

　　　　　　　　高瀬　伸一　主査（金融共済納内支所）

多度志地区
【上段・左より】斉藤　　基　考査役（深川支所営農課）
　　　　　　　　岡林　良幸　課長（深川米穀施設課）
　　　　　　　　谷内　健二　主査（担い手支援室）
　　　　　　　　石野　泰誠　係　（営農企画課）
【下段・左より】正田　佳子　主査（資材推進課）
　　　　　　　　中村　敦洋　係　（資材推進課）
　　　　　　　　平山　直樹　課長（金融共済多度志支所）
　　　　　　　　佐々木美香　主査（金融共済多度志支所）
　　　　　　　　中村　　元　係　（金融共済多度志支所）
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南盛
雨竜地区

【左より】米倉　　亮　主査（雨竜支所営農課）
　　　　　田中　大治　主査（雨竜資材課）
　　　　　青山　慶生　係　（金融共済雨竜支所）

【左より】堀口　敦暉　係　（雨竜支所営農課）
　　　　　中川　留美　主査（雨竜資材課）
　　　　　青山　慶生　係　（金融共済雨竜支所）

東栄

西

【左より】川田　博行　課長（雨竜支所営農課）
　　　　　加賀美政俊　課長（雨竜資材課）
　　　　　玉置　将督　係　（金融共済雨竜支所）

【左より】伊藤　勝成　主査（雨竜支所営農課）
　　　　　加賀美政俊　課長（雨竜資材課）
　　　　　玉置　将督　係　（金融共済雨竜支所）

中央

本牧

【左より】藤本　　篤　係　（雨竜支所営農課）
　　　　　田中　大治　主査（雨竜資材課）
　　　　　長谷川正治　課長（金融共済雨竜支所）

【左より】佐野芙弥子　係　（雨竜支所営農課）
　　　　　小田嶋祐冴　係　（雨竜資材課）
　　　　　長谷川正治　課長（金融共済雨竜支所）

北竜地区

【左より】渡辺　拓也　調査役（北竜支所営農課）
　　　　　阿部　龍弥　係　（北竜資材課）
　　　　　小笠原　清　考査役（金融共済北竜支所）

【左より】荒田　勇次　課長（北竜支所営農課）
　　　　　尾崎　　壮　係　（北竜支所営農課）
　　　　　平山　幸子　主査（北竜資材課）
　　　　　松井　修司　課長（金融共済北竜支所）

【左より】高榮　政輝　係　（北竜支所営農課）
　　　　　武田　裕二　課長（北竜資材課）
　　　　　古木　亮裕　係　（金融共済北竜支所）

【左より】山田　雅典　係　（北竜支所営農課）
　　　　　内村　奈緒　係　（北竜支所営農課）
　　　　　長内　大貴　係　（北竜資材課）
　　　　　松井　修司　課長（金融共済北竜支所）

南幌・
幌中

幌加内地区

【左より】前田真作之　課長（幌加内支所営農課）
　　　　　岩本貴誉恵　主査（幌加内支所営農課）
　　　　　齋藤　悠介　係　（金融共済幌加内支所）

【左より】小野　　斉　考査役（幌加内支所営農課）
　　　　　嶺岸　智也　係　（幌加内支所営農課）
　　　　　前野　尚弘　課長（幌加内資材課）
　　　　　本田　幸永　課長（金融共済幌加内支所）　　　　　

【左より】墓田　準也　主査（幌加内支所営農課）
　　　　　宮田　大輔　係　（幌加内資材課）
　　　　　麻生　浩伸　係　（金融共済幌加内支所）

北友

板谷・
和

西川・
三谷・
恵竜

美葉牛・
古作碧水・

岩村

幌中・
幌里

幌里・
北幌
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事業部　地区担当・作物別担当

音江地区
金融共済部渉外課

上埜　祐輝　係 千石　倖輔　係

多度志地区

安藤　理沙　係

納内地区

飯沼美智子　主査

メム地区

伊藤　信一　調査役

一已地区

岡部慎一郎　係 千石　倖輔　係

安藤　理沙　係

販売部農産課

秋山　眞輝　課長
◎そば

蓑口　達矢　主査
◎小豆・雑穀
○小麦・大豆
　そば

三宅　　創　主査
◎小麦・大豆

渡部　翔也　係
◎てん菜
○そば

千葉　智広　係
○小麦・大豆
　雑穀

辻　　聖也　係
◎馬鈴薯

※主担当作物に◎、サブ担当に○

※基幹支所は、支所金融共済課が担当いたします。

青果部青果課

河原　秀昌　課長
◎玉ねぎ
○胡瓜
　ミニトマト
　にんにく

川本　雄太　主査
◎北斗メロン
　胡瓜
　インゲン
　豆類
○マダーボール
　スイートコーン

楠木　貴博　主査
◎長いも
　南瓜
　アスパラ
　トマト
　百合根
　にんにく
　ほうれん草

藤川　憂也　係
○旬菜

柏倉　隆芳　係
◎旬菜

深川市内担当

浅沼　昭博　主査
◎暑寒メロン
　マダーボール
　スイートコーン
○長ネギ
　インゲン
　南瓜
　アスパラ

雨竜地区担当

三品　正則　主査
◎ひまわりメロン
　ひまわりすいか

稲田　集哉　係
○ひまわりメロン
　ひまわりすいか
　いちご
　インゲン
　アスパラ
　トマト
　スイートコーン

北竜地区担当

楠木　貴博主査
◎南瓜
　百合根

幌加内地区担当

植田　隼斗　係
◎いちご
　ピーマン
　長ネギ
　ミニトマト
　果樹
　ワインブドウ
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【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

新
入
職
員
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
に
ま
た
、
今
年
度
も
頼
も

し
い
新
入
職
員
が
７
名
入
組
し
ま
し
た
。
ご
承

知
の
通
り
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
長
年
、
労
働
力

の
売
り
手
市
場
が
続
き
、企
業
に
と
っ
て
は「
人

の
確
保｣

が
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
「
１
０
０
年
に
１
度｣

と
い
わ
れ
る
厄

災
で
、
多
少
、
緩
み
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
７

名
の
職
員
を
新
た
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
あ
る
意
味
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
が
持
つ
”組

織
の
力“
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
７
名

が
一
刻
も
早
く
職
場
に
馴
染
み
、
首
尾
よ
く
定

着
を
し
、
将
来
の
Ｊ
Ａ
を
担
っ
て
く
れ
る…

そ

ん
な
”人
財“
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
こ
の
２
月
に
後
期

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
た
私
で
す
が
、
孫
同

然
の
年
齢
に
あ
た
る
こ
の
新
入
職
員
諸
君
に
４

月
初
旬
、講
義
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。彼(
女)

ら
の
研
修
に
お
け
る
発
表
な
ど
を
聞
い
て
い
る

と
、私
自
身
の
新
社
会
人
の
頃
と
比
較
す
る
と
、

「
ど
う
し
て
ど
う
し
て
、
随
分
と
し
っ
か
り
し

て
い
る
な｣

と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

今
後
、
各
人
が
、
真
っ
白
な
心
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
、
ど
の
よ
う
な
絵
を
描
き
、
色
を
塗
っ
て
い

く
か…

そ
れ
は
彼
ら
自
身
の
向
か
い
方
も
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
迎
え
る
上
司
や
先

輩
、
更
に
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
の
関
係
性
が

大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。
今
後
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
や
個
別
面
談
等
で
、
か
わ
い
い
孫

達
に
会
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
成
長
し
た
彼

ら
と
の
再
会
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
な
お
、
皆
さ
ん
は
「
観
察
学
習｣

と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は「
人
育
て
」

の
上
で
も
極
め
て
重
要
で
、
そ
の
一
つ
に
「
モ

デ
リ
ン
グ｣

が
あ
り
ま
す
。
例
え
、
新
入
職
員

研
修
で
ど
ん
な
に
立
派
な
こ
と
を
学
ん
で
も
、

迎
え
る
側
の
上
司
な
ど
が
、「
日
頃
、
ど
の
よ

う
な
姿
を
見
せ
て
い
る
か｣

が
問
わ
れ
ま
す
。

「
学
ぶ
こ
と
は
真
似
ぶ
こ
と｣

と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
よ
く
も
悪
く
も
周
り
を
モ
デ
ル
に
し
て
育

つ
の
で
す
。も
う
一
つ
が「
代
理
強
化｣

と
い
い
、

こ
れ
は
褒
め
ら
れ
た
り
、
叱
ら
れ
た
り
す
る
周

り
の
状
態
な
ど
を
み
な
が
ら
、
自
ら
の
行
動
等

を
決
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
が
人
を
変

え
、
成
長
を
さ
せ
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
さ
て
Ｊ

Ａ
き
た
そ
ら
ち
は
、
あ
る
い
は
皆
さ
ん
方
の
農

場
等
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
こ
で
そ
れ
に
関
連
し
て
３
年
ほ
ど
前
か
ら

関
わ
っ
た
対
照
的
な
二
つ
の
農
業
法
人
を
例
に

話
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
ど
ち
ら
も
今
か
ら
２
０

年
ほ
ど
前
に
有
限
会
社
と
し
て
近
隣
農
家
が
集

い
経
営
を
進
め
る
同
程
度
の
規
模
の
牧
場
で

す
。
ま
ず
は
Ａ
社
。
こ
こ
で
は
４
年
ほ
ど
前
に
、

期
待
を
し
育
て
た
社
員
の
一
人
が
退
職
。
そ
れ

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、「
な
ん
と
か
辞
め
な
い

会
社
を
作
り
た
い｣

と
相
談
を
受
け
て
か
ら
の

お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
以
降
、
人
の
確
保

や
定
着
化
に
も
真
剣
に
向
き
合
い
、
人
育
て
に

お
い
て
も
隔
月
で
、
組
織
の
進
展
度
合
い
に
合

わ
せ
な
が
ら
計
画
的
に
研
修
を
行
い
、
評
価
制

度
も
導
入
す
る
な
ど
、
人
づ
く
り
に
は
非
常
に

熱
心
で
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
今
年
度
は

大
卒
の
新
入
社
員
４
名
を
採
用
。
こ
こ
に
き
て

花
開
い
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
内
定
を
決
め
た
以
降
も
、
少
し
で
も

早
く
社
会
に
馴
染
ん
で
も
ら
お
う
と
、
会
社
負

担
で
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
通
信
教
育
を
受
講

さ
せ
た
り
、入
社
前
研
修
を
セ
ッ
ト
す
る
な
ど
、

「
人
を
大
切
に
し
た
い｣

と
い
う
思
い
が
経
営
の

根
幹
に
感
じ
取
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
特
筆
す
べ

き
は
、彼
女
達
が
入
社
す
る
直
前
の
３
月
31
日
、

年
度
末
で
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
入
社

員
を
迎
え
る
側
と
し
て
の
、
上
司
や
先
輩
社
員

に
、
改
め
て
「
組
織
人
と
し
て
の
基
本
に
帰
る
」

と
い
う
こ
と
で
、
心
構
え
等
で
全
社
員
研
修
会

を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
次
に
Ｂ
社
で
す
。

こ
ち
ら
も
同
時
期
か
ら
の
お
付
き
合
い
に
な
る

の
で
す
が
、Ａ
社
と
は
対
照
的
に
、
い
つ
も
「
ヒ

ト｣

で
苦
し
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
補
う
形
で
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
の
実
習
生
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

の
が
実
情
で
す
。
そ
ん
な
Ｂ
社
で
す
か
ら
、
仮

に
研
修
一
つ
と
っ
て
も
一
貫
性
が
な
く
、
行
き

当
た
り
ば
っ
た
り
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
学
ん
だ

に
し
て
も
「
そ
れ
を
役
立
て
よ
う｣

と
い
気
構

え
が
希
薄
で
、
例
え
ば
、「
５
Ｓ(

整
理
・
整
頓
・

清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け)

の
徹
底｣

で
講
義
を
し

て
も
、
役
員
の
机
周
り
が
相
変
わ
ら
ず
汚
か
っ

た
り
、
更
に
は
全
員
で
何
か
の
決
め
事
を
し
て

も
、
簡
単
に
破
る
の
が
管
理
者
で
あ
っ
た
り
、

と
。
こ
う
し
た
状
態
で
仮
に
新
入
社
員
研
修
を

行
っ
た
に
し
て
も
、「
朱
に
染
ま
れ
ば
赤
く
な

る｣

の
例
え
に
も
あ
る
よ
う
に
結
果
は
目
に
み

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
の
新
入
社
員
研

修
を
Ｂ
社
か
ら
依
頼
さ
れ
た
際
、「
こ
れ
ま
で

の
管
理
レ
ベ
ル
に
メ
ス
が
入
ら
な
い
な
ら
、
講

義
を
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
お
断
り

を
し
ま
す｣

と
、
あ
え
て
、
企
業
と
し
て
問
題

意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
期
待
を
し
、
お

断
り
の
返
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
２

社
を
比
べ
て
み
る
と
、
同
じ
「
ヒ
ト｣

で
も
、Ａ

社
は
「
人
財
育
成
を
ど
う
す
る
か
？｣

で
あ
る

の
に
対
し
て
、Ｂ
社
は
「
人
手
確
保
に
四
苦
八

苦
し
て
い
る｣

よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
違
い
の
原
因
は
従
業
員
個
々
と
い
う
よ
り

も
、む
し
ろ
企
業
と
し
て
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、

ト
ッ
プ
層
を
初
め
と
す
る
意
識
の
違
い
が
大
き

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
が
「
人
の
格
差｣

を
生
み
、
結
果
、「
企
業
の
格
差｣

に
も
結
び
つ

い
て
い
る
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ

れ
を
他
山
の
石
に
し
て
、
次
の
言
葉
を
再
確
認

し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
人
は
、
人
に
よ
っ
て
、

人
に
な
る｣

と
。
そ
う
す
る
と
「
自
律
型
職
員

を
育
て
ら
れ
る
の
は
自
律
型
上
司(

先
輩)｣

と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
あ
な
た
は
い
か
に
？
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●
深
川
市
が
人
口
減
少
す
る

な
か
、
農
業
人
口
減
少
に
対

し
Ｊ
Ａ
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
。

●
担
い
手
と
な
る
農
家
戸
数

の
減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う

経
営
コ
ス
ト
の
削
減
を
考
え
、

将
来
的
に
は
体
制
を
ス
リ
ム

化
し
、
各
地
区
の
組
合
員
対

応
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
確
認
し
た
い
が
、ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
で
は
見
る
事
が
で

き
な
い
の
で
改
善
願
い
た
い
。

ま
た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
ｉ
Ｐ
ｈｏｎｅ
の
「ｓａ
ｆａｒ

ｉ
」
か
ら
閲
覧
が
出
来
ま
せ

ん
が
、グ
ー
グ
ル「
Ｃ
ｈｒｏｍｅ
」

か
ら
閲
覧
可
能
で
す
の
で
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
活
用
願
い
ま
す
。

ま
た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
発

信
は
令
和
３
年
度
内
に
提
示

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
取
進

め
て
参
り
ま
す
。

●
営
農
懇
談
会
の
出
席
率
が

低
い
、
出
席
率
を
上
げ
る
努

力
を
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対

策
と
し
て
の
資
料
事
前
配
布

に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
出
席

人
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
十

分
な
感
染
防
止
対
策
を
と
り

な
が
ら
、
組
合
員
の
皆
様
に

出
席
し
て
頂
け
る
よ
う
呼
び

掛
け
し
て
参
り
ま
す
。

●
出
資
増
口
で
通
常
増
口
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
出
資
金

配
当
率
を
上
げ
て
出
資
増
口

を
促
し
て
は
ど
う
か
。

●
現
行
、
剰
余
金
の
範
囲
内

で
出
資
金
配
当
率
を
決
定
し

て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度

の
配
当
率
は
令
和
元
年
度
と

同
様
の
率
が
妥
当
と
判
断
致

し
ま
し
た
。
今
後
、
配
当
財

源
が
増
加
し
て
い
け
ば
、
そ

の
都
度
出
資
金
配
当
率
を
検

討
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

●
事
業
管
理
費
の
「
研
修
教

育
費
」
に
つ
い
て
、
役
員
に

対
す
る
も
の
な
の
か
職
員
に

対
す
る
も
の
な
の
か
教
え
て

欲
し
い
。

●
役
職
員
対
象
の
費
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
、
外
部
講
習
会

や
研
修
会
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
環
境
が
改
善
さ
れ

れ
ば
計
画
に
基
づ
く
研
修
教

育
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
更

に
若
年
層
や
女
性
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
等
も
検
討

し
て
お
り
、
職
員
の
能
力
向

上
は
必
須
と
考
え
、
積
極
的

に
研
修
教
育
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
本
所
貯
金
店
舗
移
転
の
際
、

名
称
は
「
本
所
」
か
ら
変
更

と
な
る
の
か
。
貯
金
通
帳
の

扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

●
移
転
後
も
貯
金
店
舗
は
本

所
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、

名
称
は
「
本
所
」
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
貯
金
通
帳

は
そ
の
ま
ま
使
用
可
能
で
す
。

●
Ｊ
Ａ
の
新
規
就
農
に
係
る

会
議
に
参
加
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
受
入
農
家
が
足
り
な
い
。

Ｊ
Ａ
役
員
や
地
域
の
指
導
農

業
士
に
も
受
入
農
家
と
し
て

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。（
要
望
事
項
）

●
地
域
農
業
を
守
る
た
め
の

貴
重
な
意
見
と
し
て
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
取
進
め

て
参
り
ま
す
。

●
米
の
需
給
緩
和
に
つ
い
て
、

北
海
道
は
特
に
生
産
の
目
安

（
生
産
調
整
）
に
協
力
し
て

き
た
が
、
生
産
の
目
安
を
守

ら
な
い
他
県
に
対
す
る
国
の

対
応
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
の
対
応
を
お

聞
か
せ
願
い
た
い
。

●
現
在
の
需
給
緩
和
は
過
剰

作
付
け
が
要
因
で
あ
る
と
、

昨
年
来
か
ら
本
道
選
出
の
議

員
を
通
じ
農
水
省
へ
要
請
し

て
い
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
の
要
請
が
受
入
ら

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
そ
の
後
の
農
水
省
担

当
職
員
と
の
懇
談
に
お
い
て
、

現
行
の
米
政
策
の
見
直
し
と

平
成
29
年
産
を
基
点
と
す
る

生
産
の
目
安
設
定
（
生
産
調

整
）
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も

受
入
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
は
、
令
和
４
年
度
農
業
予

算
概
算
要
求
の
折
に
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て
要
請

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

●
主
食
用
米
の
販
売
状
況
は

厳
し
い
状
況
だ
と
思
う
が
、

今
後
、
加
工
用
米
や
飼
料
用

米
等
の
作
付
け
に
移
行
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
今
後
、
詳
細
が
分
か
り
次

第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
Ｒ
Ｔ
Ｋ
を
使
用
す
る
ま
で

ア
ン
ロ
ッ
ク
等
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
で
、
何
ら
か
助
成

金
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

●
ア
ン
ロ
ッ
ク
費
用
に
つ
い

て
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
又
は
オ

プ
シ
ョ
ン
的
機
能
に
属
し
、

使
用
許
諾
権
的
意
味
合
い
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
精
度

の
高
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
補
正
信
号
を

受
信
す
る
こ
と
に
対
し
て
の

助
成
措
置
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
Ｒ
Ｔ
Ｋ
に
つ
い
て
、
深
川

地
区
は
営
農
セ
ン
タ
ー
に
基

地
局
が
あ
る
が
、
私
の
圃
場

は
納
内
の
端
に
位
置
し
、
基

地
局
か
ら
離
れ
て
い
る
が
電

波
は
大
丈
夫
な
の
か
。
ま
た
、

Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
３
は
ど
の
よ
う
な

機
種
で
も
対
応
し
て
い
る
か
。

●
基
地
局
の
設
定
に
関
し
て

は
管
内
を
網
羅
で
き
る
場
所

を
選
定
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
携
帯
電

話
の
電
波
が
つ
な
が
ら
な
い

不
感
地
帯（
中
山
間
地
域
等
）

は
利
用
で
き
な
い
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

補
正
信
号
（
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
３
）

に
適
応
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

し
て
、
ト
リ
ン
プ
ル
、
ト
プ

コ
ン
、
ア
グ
リ
バ
ス
ナ
ビ
等

が
あ
り
ま
す
。

●
水
張
り
面
積
を
増
や
す
と

い
う
地
域
目
標
に
向
か
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
が
、
温
床

ハ
ウ
ス
が
足
り
ず
断
念
し
て

い
る
。
温
床
ハ
ウ
ス
増
設
・

更
新
に
対
す
る
助
成
を
要
望

し
ま
す
。（
要
望
事
項
）

●
温
床
ハ
ウ
ス
の
助
成
金
を

検
討
し
た
経
過
に
あ
り
ま
す

が
、
助
成
割
合
な
ど
の
考
え

方
が
難
し
い
状
況
で
す
。Ｊ

Ａ
全
体
と
し
て
皆
さ
ん
が
満

足
す
る
結
果
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

水
張
り
面
積
の
拡
大
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
の
は
育
苗
・
移
植

が
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、

問
題
解
決
に
向
け
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

●
米
を
含
め
た
農
産
物
価
格

の
下
落
が
心
配
さ
れ
、
そ
ば

が
安
く
畑
の
輪
作
が
組
み
に

く
い
。
今
後
の
販
売
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
方

向
性
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

●
第
７
次
農
業
振
興
計
画
で

は
、
米
を
基
幹
作
物
と
す
る

販
売
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

組
合
員
の
皆
様
に
も
米
の
作

付
増
に
協
力
依
頼
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
米
価
下
落
の
不
安
の
声

も
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
か
ら
の
要
請
は
ま
だ
来
て

い
ま
せ
ん
が
、
３
月
に
入
り

情
勢
が
変
化
し
て
お
り
、
主

食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
へ
の

転
換
の
話
も
あ
り
、
今
後
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

●
そ
ば
新
品
種
の
特
性
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
成
熟
期
は
「
キ
タ
ワ
セ
」

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
刈
り

取
り
適
期
が
分
か
り
や
す
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
麺
に
し
た

際
の
色
な
ど
見
栄
え
が
良
く
、

食
味
も
「
キ
タ
ワ
セ
」
と
遜

色
な
い
と
の
評
価
で
す
。
種

が
ま
だ
足
り
て
い
な
い
状
況
で

す
の
で
、
種
子
が
十
分
供
給

で
き
る
状
況
に
な
り
次
第
、

「
キ
タ
ワ
セ
」
か
ら
品
種
を
変

更
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
そ
ば
生
産
組
合
設
立
に
つ

い
て
、
今
後
各
地
区
の
ブ
ラ

ン
ド
を
一
本
化
し
販
売
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。

●
具
体
的
に
は
今
後
協
議
の

う
え
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
小
麦
、
大
豆
に
つ
い
て
は

生
受
入
を
し
て
い
る
が
、
そ

ば
に
つ
い
て
も
生
受
入
で
き

な
い
か
。

●
生
受
入
可
能
な
施
設
を
建

設
し
た
場
合
、
生
産
者
負
担

が
大
幅
に
増
え
る
た
め
、
現

状
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

今
後
、
地
域
の
現
状
を
聞
取

り
し
、
よ
り
良
い
体
制
を
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

●
ク
ミ
カ
ン
利
息
が
変
更
に

な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ

総 
務 
関 
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
3
年
３
月
12
日
〜
3
月
18
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

農
業
振
興
関
係

り
Ｊ
Ａ
経
営
や
組
合
員
に
負

担
が
掛
か
る
こ
と
は
な
い
の

か
。

●
他
行
よ
り
金
利
が
高
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
全
体
を
考

え
た
う
え
で
組
合
員
負
担
軽

減
の
た
め
、
一
部
金
利
を
引

き
下
げ
致
し
ま
し
た
。

●
米
の
自
主
検
査
規
格
の
変

更
は
可
能
か
。
今
後
、
集
荷

率
の
維
持
拡
大
を
図
る
に
は

何
か
方
策
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

●
昨
年
、
色
彩
選
別
機
が
一

新
し
た
こ
と
に
よ
り
製
品
歩

留
ま
り
が
向
上
し
、
自
主
検

査
要
領
の
一
部
変
更
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
も

状
況
に
応
じ
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

●
深
川
マ
イ
ナ
リ
ー
が
稼
働

し
て
か
ら
の
共
済
基
準
単
収

に
対
す
る
集
荷
率
の
推
移
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。（
要

望
事
項
）

●
後
日
調
べ
て
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

販 

売 

関 

係

金
融
共
済
関
係

深 

川 

支 

所
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●
深
川
市
が
人
口
減
少
す
る

な
か
、
農
業
人
口
減
少
に
対

し
Ｊ
Ａ
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
。

●
担
い
手
と
な
る
農
家
戸
数

の
減
少
に
対
応
で
き
る
よ
う

経
営
コ
ス
ト
の
削
減
を
考
え
、

将
来
的
に
は
体
制
を
ス
リ
ム

化
し
、
各
地
区
の
組
合
員
対

応
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
確
認
し
た
い
が
、ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
で
は
見
る
事
が
で

き
な
い
の
で
改
善
願
い
た
い
。

ま
た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
ｉ
Ｐ
ｈｏｎｅ
の
「ｓａ
ｆａｒ

ｉ
」
か
ら
閲
覧
が
出
来
ま
せ

ん
が
、グ
ー
グ
ル「
Ｃ
ｈｒｏｍｅ
」

か
ら
閲
覧
可
能
で
す
の
で
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
活
用
願
い
ま
す
。

ま
た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
発

信
は
令
和
３
年
度
内
に
提
示

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
取
進

め
て
参
り
ま
す
。

●
営
農
懇
談
会
の
出
席
率
が

低
い
、
出
席
率
を
上
げ
る
努

力
を
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対

策
と
し
て
の
資
料
事
前
配
布

に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
出
席

人
数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
十

分
な
感
染
防
止
対
策
を
と
り

な
が
ら
、
組
合
員
の
皆
様
に

出
席
し
て
頂
け
る
よ
う
呼
び

掛
け
し
て
参
り
ま
す
。

●
出
資
増
口
で
通
常
増
口
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
出
資
金

配
当
率
を
上
げ
て
出
資
増
口

を
促
し
て
は
ど
う
か
。

●
現
行
、
剰
余
金
の
範
囲
内

で
出
資
金
配
当
率
を
決
定
し

て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度

の
配
当
率
は
令
和
元
年
度
と

同
様
の
率
が
妥
当
と
判
断
致

し
ま
し
た
。
今
後
、
配
当
財

源
が
増
加
し
て
い
け
ば
、
そ

の
都
度
出
資
金
配
当
率
を
検

討
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

●
事
業
管
理
費
の
「
研
修
教

育
費
」
に
つ
い
て
、
役
員
に

対
す
る
も
の
な
の
か
職
員
に

対
す
る
も
の
な
の
か
教
え
て

欲
し
い
。

●
役
職
員
対
象
の
費
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
、
外
部
講
習
会

や
研
修
会
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
環
境
が
改
善
さ
れ

れ
ば
計
画
に
基
づ
く
研
修
教

育
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
更

に
若
年
層
や
女
性
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
等
も
検
討

し
て
お
り
、
職
員
の
能
力
向

上
は
必
須
と
考
え
、
積
極
的

に
研
修
教
育
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
本
所
貯
金
店
舗
移
転
の
際
、

名
称
は
「
本
所
」
か
ら
変
更

と
な
る
の
か
。
貯
金
通
帳
の

扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

●
移
転
後
も
貯
金
店
舗
は
本

所
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、

名
称
は
「
本
所
」
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
貯
金
通
帳

は
そ
の
ま
ま
使
用
可
能
で
す
。

●
Ｊ
Ａ
の
新
規
就
農
に
係
る

会
議
に
参
加
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
受
入
農
家
が
足
り
な
い
。

Ｊ
Ａ
役
員
や
地
域
の
指
導
農

業
士
に
も
受
入
農
家
と
し
て

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。（
要
望
事
項
）

●
地
域
農
業
を
守
る
た
め
の

貴
重
な
意
見
と
し
て
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
取
進
め

て
参
り
ま
す
。

●
米
の
需
給
緩
和
に
つ
い
て
、

北
海
道
は
特
に
生
産
の
目
安

（
生
産
調
整
）
に
協
力
し
て

き
た
が
、
生
産
の
目
安
を
守

ら
な
い
他
県
に
対
す
る
国
の

対
応
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
の
対
応
を
お

聞
か
せ
願
い
た
い
。

●
現
在
の
需
給
緩
和
は
過
剰

作
付
け
が
要
因
で
あ
る
と
、

昨
年
来
か
ら
本
道
選
出
の
議

員
を
通
じ
農
水
省
へ
要
請
し

て
い
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
の
要
請
が
受
入
ら

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
そ
の
後
の
農
水
省
担

当
職
員
と
の
懇
談
に
お
い
て
、

現
行
の
米
政
策
の
見
直
し
と

平
成
29
年
産
を
基
点
と
す
る

生
産
の
目
安
設
定
（
生
産
調

整
）
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も

受
入
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
は
、
令
和
４
年
度
農
業
予

算
概
算
要
求
の
折
に
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て
要
請

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

●
主
食
用
米
の
販
売
状
況
は

厳
し
い
状
況
だ
と
思
う
が
、

今
後
、
加
工
用
米
や
飼
料
用

米
等
の
作
付
け
に
移
行
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
今
後
、
詳
細
が
分
か
り
次

第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
Ｒ
Ｔ
Ｋ
を
使
用
す
る
ま
で

ア
ン
ロ
ッ
ク
等
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
で
、
何
ら
か
助
成

金
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

●
ア
ン
ロ
ッ
ク
費
用
に
つ
い

て
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
又
は
オ

プ
シ
ョ
ン
的
機
能
に
属
し
、

使
用
許
諾
権
的
意
味
合
い
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
精
度

の
高
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
補
正
信
号
を

受
信
す
る
こ
と
に
対
し
て
の

助
成
措
置
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
Ｒ
Ｔ
Ｋ
に
つ
い
て
、
深
川

地
区
は
営
農
セ
ン
タ
ー
に
基

地
局
が
あ
る
が
、
私
の
圃
場

は
納
内
の
端
に
位
置
し
、
基

地
局
か
ら
離
れ
て
い
る
が
電

波
は
大
丈
夫
な
の
か
。
ま
た
、

Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
３
は
ど
の
よ
う
な

機
種
で
も
対
応
し
て
い
る
か
。

●
基
地
局
の
設
定
に
関
し
て

は
管
内
を
網
羅
で
き
る
場
所

を
選
定
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
携
帯
電

話
の
電
波
が
つ
な
が
ら
な
い

不
感
地
帯（
中
山
間
地
域
等
）

は
利
用
で
き
な
い
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

補
正
信
号
（
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
３
）

に
適
応
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
と

し
て
、
ト
リ
ン
プ
ル
、
ト
プ

コ
ン
、
ア
グ
リ
バ
ス
ナ
ビ
等

が
あ
り
ま
す
。

●
水
張
り
面
積
を
増
や
す
と

い
う
地
域
目
標
に
向
か
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
が
、
温
床

ハ
ウ
ス
が
足
り
ず
断
念
し
て

い
る
。
温
床
ハ
ウ
ス
増
設
・

更
新
に
対
す
る
助
成
を
要
望

し
ま
す
。（
要
望
事
項
）

●
温
床
ハ
ウ
ス
の
助
成
金
を

検
討
し
た
経
過
に
あ
り
ま
す

が
、
助
成
割
合
な
ど
の
考
え

方
が
難
し
い
状
況
で
す
。Ｊ

Ａ
全
体
と
し
て
皆
さ
ん
が
満

足
す
る
結
果
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

水
張
り
面
積
の
拡
大
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
の
は
育
苗
・
移
植

が
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、

問
題
解
決
に
向
け
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

●
米
を
含
め
た
農
産
物
価
格

の
下
落
が
心
配
さ
れ
、
そ
ば

が
安
く
畑
の
輪
作
が
組
み
に

く
い
。
今
後
の
販
売
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
方

向
性
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

●
第
７
次
農
業
振
興
計
画
で

は
、
米
を
基
幹
作
物
と
す
る

販
売
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

組
合
員
の
皆
様
に
も
米
の
作

付
増
に
協
力
依
頼
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
米
価
下
落
の
不
安
の
声

も
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
か
ら
の
要
請
は
ま
だ
来
て

い
ま
せ
ん
が
、
３
月
に
入
り

情
勢
が
変
化
し
て
お
り
、
主

食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
へ
の

転
換
の
話
も
あ
り
、
今
後
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

●
そ
ば
新
品
種
の
特
性
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
成
熟
期
は
「
キ
タ
ワ
セ
」

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
刈
り

取
り
適
期
が
分
か
り
や
す
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
麺
に
し
た

際
の
色
な
ど
見
栄
え
が
良
く
、

食
味
も
「
キ
タ
ワ
セ
」
と
遜

色
な
い
と
の
評
価
で
す
。
種

が
ま
だ
足
り
て
い
な
い
状
況
で

す
の
で
、
種
子
が
十
分
供
給

で
き
る
状
況
に
な
り
次
第
、

「
キ
タ
ワ
セ
」
か
ら
品
種
を
変

更
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
そ
ば
生
産
組
合
設
立
に
つ

い
て
、
今
後
各
地
区
の
ブ
ラ

ン
ド
を
一
本
化
し
販
売
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。

●
具
体
的
に
は
今
後
協
議
の

う
え
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
小
麦
、
大
豆
に
つ
い
て
は

生
受
入
を
し
て
い
る
が
、
そ

ば
に
つ
い
て
も
生
受
入
で
き

な
い
か
。

●
生
受
入
可
能
な
施
設
を
建

設
し
た
場
合
、
生
産
者
負
担

が
大
幅
に
増
え
る
た
め
、
現

状
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

今
後
、
地
域
の
現
状
を
聞
取

り
し
、
よ
り
良
い
体
制
を
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

●
ク
ミ
カ
ン
利
息
が
変
更
に

な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ

総 

務 

関 

係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
3
年
３
月
12
日
〜
3
月
18
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

農
業
振
興
関
係

り
Ｊ
Ａ
経
営
や
組
合
員
に
負

担
が
掛
か
る
こ
と
は
な
い
の

か
。

●
他
行
よ
り
金
利
が
高
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
全
体
を
考

え
た
う
え
で
組
合
員
負
担
軽

減
の
た
め
、
一
部
金
利
を
引

き
下
げ
致
し
ま
し
た
。

●
米
の
自
主
検
査
規
格
の
変

更
は
可
能
か
。
今
後
、
集
荷

率
の
維
持
拡
大
を
図
る
に
は

何
か
方
策
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

●
昨
年
、
色
彩
選
別
機
が
一

新
し
た
こ
と
に
よ
り
製
品
歩

留
ま
り
が
向
上
し
、
自
主
検

査
要
領
の
一
部
変
更
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
も

状
況
に
応
じ
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

●
深
川
マ
イ
ナ
リ
ー
が
稼
働

し
て
か
ら
の
共
済
基
準
単
収

に
対
す
る
集
荷
率
の
推
移
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。（
要

望
事
項
）

●
後
日
調
べ
て
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

販 
売 
関 

係

金
融
共
済
関
係

深 

川 

支 

所

（13） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



11,500円
11,500円
0円
-

８月４日（水）
８月５日（木）
８月６日（金）

ＪＡきたそらち　営農センター
ＪＡきたそらち　雨竜支所
ＪＡきたそらち　北竜支所

深川市メム１０号線山３線
雨竜町字満寿３０番地の１９３
北竜町字和３６番地３

深川市
雨竜町
北竜町

17,270円
19,570円
17,160円

11,500円
11,500円
０円
-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-

2,150円

11,500円
2,169円
2,169円

-

●各市町からの助成を受けるためには、検診結果が各市町に提供されることに同意する事が必要です。
●上記以外に前立腺がん検診やB型・Ｃ型肝炎検査などのオプション検診が用意されております。
●令和３年4月1日以降発行の「特定健康診査受診券」を、すでに掛かりつけの病院等で使用された方につきましては市町の助成金はありません。
●巡回ドック受診の際には「健康保険証」と「特定健康診査受診券」を忘れずにご持参下さい。
●新型コロナウイルス感染防止対策として受付時間と人数を指定させていただきます。
　待合スペースの密集状態防止措置のため、ご希望時間に添えない場合がございますが何卒ご理解の程お願いいたします。

☆お申し込み方法や日程などの詳細につきましては、各支所の人間ドック担当者へお問い合わせ願います。

　巡回ドック健診項目

■市・町・ＪＡの助成後の
　検診料金

基本的な項目

国保市・町

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

11,500円
3,030円
0円
0円
-

11,500円
3,030円
０円
0円
-

29歳以下
30歳～ 34歳
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-
-
0円

11,500円
3,030円
2,169円
2,169円

-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

17,270円
18,932円
17,160円

後期高齢者医療

16,500円
16,500円
16,500円

34歳以下
社保（本人） 社保（家族）

18,865円
18,865円
18,865円

35歳以上
16,500円
16,500円
16,500円

39歳以下
17,270円
18,932円
17,160円

40歳以上

特定健診、がん検診
※以下項目は、一定の基準により医師が必要と認めた場合に実施します。

　心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。
　心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。ただし、国保で40歳～74歳の方
　は市の助成があります。心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※JA助成金（5,000円）対象は、正組合員及び同居している家族・農業に従事している家族です。
　准組合員の方は対象外です。
※社会保険の方の金額は、協会けんぽへ申込後の金額です。

※国保で39歳以下の方は16,500円となります。

※加入保険により検診料金が変わります。

11,500円
11,500円
5,010円

-

11,500円
11,500円
5,010円

-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-

12,160円

11,500円
2,169円
2,169円

-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

あなたの健康は家族の幸せの第一歩！！
年１回のドック受診をおすすめいたします。
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こ
の
疾
患
は
高
齢
者
の
下
肢
痛
、
歩
行
障
害
の
原
因
と
し
て
最
も
一
般
的
な
疾
患
で
す
。
腰
椎
部
の
脊
柱
管
が
狭
窄
状
態
に
な
り
、
馬
尾
神
経
や
神
経
根
が
圧
迫
さ

れ
神
経
刺
激
症
状
や
神
経
脱
落
症
状
を
呈
す
る
も
の
で
す
。
病
態
と
し
て
は
加
齢
変
化
に
よ
る
脊
柱
管
狭
窄
、
椎
間
板
は
水
分
を
失
い
脊
柱
管
内
に
せ
り
出
す
。
そ
れ

と
と
も
に
脊
柱
管
後
方
に
あ
る
黄
色
靭
帯
も
た
わ
み
脊
柱
管
内
に
せ
り
出
す
。
ま
た
脊
柱
管
の
側
方
に
あ
る
椎
間
関
節
も
加
重
負
荷
か
ら
起
こ
る
変
形
性
関
節
症
変
化

を
呈
し
、
骨
棘
の
形
成
や
骨
増
殖
を
き
た
し
、
脊
柱
管
の
側
方
お
よ
び
後
方
を
占
拠
す
る
よ
う
に
な
る
。
馬
尾
、
神
経
根
が
脊
柱
管
中
心
部
で
絞
扼
さ
れ
る
馬
尾
型
（
多

根
性
障
害
）
と
、
神
経
根
が
外
側
陥
凹
や
椎
間
孔
部
で
絞
扼
さ
れ
る
神
経
根
型
（
単
根
性
障
害
）
に
大
別
さ
れ
る
。

　
症
状
・
臨
床
所
見
　
歩
い
て
い
る
と
臀
部
か
ら
大
腿
・
下
腿
に
痛
み
や
し
び
れ
が
強
く
な
っ
て
歩
け
な
く
な
り
、
し
ば
ら
く
休
む
と
ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
神
経
性
間
歇
跛
行
が
典
型
的
症
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
日
常
生
活
の
中
で
例
え
ば
台
所
で
の
立
ち
仕
事
や
仰
臥
位
で
の
長
時
間
寝
て
い
る
と
き
に
も
起

こ
る
。
腰
椎
の
前
彎
が
強
調
さ
れ
る
姿
勢
や
動
作
に
て
起
こ
る
症
状
で
、
診
察
の
際
に
腰
を
伸
展
す
る
と
同
様
の
症
状
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
神
経
学
的
に
は
、

軽
症
の
場
合
は
上
記
の
神
経
刺
激
症
状
の
み
で
神
経
学
的
所
見
は
呈
さ
な
い
が
、
重
症
の
場
合
に
は
筋
力
低
下
、
深
部
腱
反
射
の
低
下
ま
た
は
消
失
、
知
覚
鈍
麻
な
ど

神
経
脱
落
症
状
も
呈
す
る
。
さ
ら
に
会
陰
部
の
異
常
感
覚
、
尿
意
切
迫
、
尿
失
禁
、
便
失
禁
な
ど
の
膀
胱
直
腸
障
害
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
診
断
・
分
類
　
問
診
に
よ
る
間
歇
跛
行
の
症
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
間
歇
跛
行
に
は
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
み
ら
れ
る
血
管
性
の
間
歇
跛
行

が
あ
る
た
め
鑑
別
が
必
要
と
な
る
。
足
背
動
脈
な
ど
の
血
流
チ
ェ
ッ
ク
は
必
要
で
あ
る
。
検
査
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
が
腫
瘍
性
病
変
、
炎
症
性
病
変
除
外
の
た
め
必
要
で
あ
り
、
ま
た
す
べ
り
症
な
ど
脊
柱
管
狭
窄
の
原
因
と
な
る
こ

と
も
あ
り
必
須
検
査
で
あ
る
。
脊
柱
管
の
狭
窄
状
態
を
判
定
評
価
す
る
な
ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
最
も
診
断
的
価
値
が
あ
る
。

手
術
を
考
え
る
場
合
に
は
脊
髄
造
影
Ｃ
Ｔ
の
診
断
的
価
値
が
高
い
。
神
経
学
的
検
査
に
よ
る
他
覚
的
な
神
経
障
害
の

状
況
と
自
覚
症
状
に
よ
っ
て
馬
尾
型
、
神
経
根
型
、
混
合
型
に
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
神
経
症
状
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
で

判
定
さ
れ
る
狭
窄
部
位
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
こ
の
点
は
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
異
な
る
。
脊
柱
管
狭
窄
症

の
症
状
発
現
に
は
、
神
経
の
機
械
的
な
圧
迫
に
加
え
、
不
安
定
性
に
よ
る
動
脈
圧
迫
や
神
経
へ
の
血
流
障
害
が
関
与

し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
治
療
は
保
存
的
治
療
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
進
行
性
の
筋
力
低
下
、
馬
尾
神
経
症

状
を
呈
す
る
場
合
に
は
手
術
的
治
療
を
選
択
し
ま
す
。
間
歇
性
跛
行
を
呈
す
る
方
は
整
形
外
科
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
き
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

三
木
田
　
　
　光

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
つ
い
て
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　酪農学園大学とＪＡ北海道中央会は、4月15日に調印式を行い、相互連携協力を推進する協定を締結い
たしました。この協定は、学生と生産者の学外農場実習に係る事業連携・協力を行うことで、教育と農作業
支援の両立を図り、ひいては学術の振興及び農業の発展並びに地域社会の活性化に資することを目的として
います。
　具体的な取り組み内容としては、酪農学園大学が実施する学外農
場実習について、ＪＡグループ北海道が実習先の農場を紹介する予定
としており、これによって、100 名以上の学生が学業と農業を並行し
て経験する「パラレルノーカー」にチャレンジすることにもつながります。
また、酪農学園大学がこれまでの研究で得た環境分野・酪農畜産分
野・循環農学分野に関する知識や技術を活用し、スマート農業の普及
についても協力して取り組みます。

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　ＪＡバンクでは、次世代を担う子供たちに向けた
食農教育への支援として、補助教材本「農業とわた
したちのくらし」、および教材本の理解をより深める
ためのＤＶＤを作成し、全道の小学校・特別支援学
校に贈呈する「ＪＡバンク食農教育応援事業」を毎
年実施しています。令和３年度におい
ても、北海道教育委員会等のご理解、
ご協力のもと、全道 1,020 校の小学
５年生（約４万人）、１８校の特別支
援学校へ、道内各地のＪＡを通じて教
材本等の贈呈を行いました。

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済では、『「医療共済メディフル」資料請求
キャンペーン』を実施しております。ＪＡ共済ホーム
ページから「医療共済メディフル」の資料をご請求
いただいた方に、有村架純さん・浜辺美波さんが
表紙の「オリジナルＡ５ノート」をもれなくプレゼン
トしております。キャンペーン第１期は令和３年９月
３０日 (木 )までです。　　　　
　この機会にＪＡ共済のホームページにアクセスい
ただけますようお待ちしてお
ります！

ホクレン
　ホクレンはこのほど、社会貢献活動の一環とし
て、北海道日本ハムファイターズと共同で、札幌市
内の児童養護４施設の子どもたちに、公式戦のチ
ケットなどをプレゼントしました。贈呈セレモニーで
は、ホクレンの箱石文祥専務がチケットの目録を、
またファイターズのマスコットキャラクターのＢ・Ｂ
が、田中賢介スペシャルアド
バイザーの直筆メッセージ付
きサイン色紙やファイターズ
グッズを児童・生徒代表に
手渡しました。

ＪＡ北海道厚生連
　北海道厚生連本部のオフィスでは、今年度よりＪ
Ａで生産されたお花を飾っております。
彩りあざやかなお花があると雰囲気が華やぎ、活力
が湧いてきます。
　綺麗なお花は生産者さまの
苦労によって在るものという
感謝を忘れずに、
日々業務に励ん
でまいります。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。

ＪＡ共済ホームページアドレス
https://www.ja-kyosai.or.jp/

（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



（17） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

五月俳句五月俳句五月俳句

4月号の正解は
「ランドセル」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　宮田　美加　様
深 川 市　　田村　順子　様
北 竜 町　　高畑ツヤ子　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3
4

5

6

7

9

12
14

15
16

17
18
20

やり方があまりにひどいさま。
むごたらしい様子
3.1415926…=円周○○
ネット越しにラケットでボール
を打ち合う競技
実際には存在しないのに実在
するように見えるもの。幻影
無理に我慢して、平気なふりを
すること
水分を良く吸い取る厚手の綿
織物 
自分の持っているお金。自分
のお金で支払うこと 
貸し付け。貸付金。「住宅○○○」
コンピューターでマウスのボタ
ンを押してすぐに離すこと
野と山。野や山。
値打ちのある金属で、非常に
重く、黄色いつやを持つもの
その時々に付けられた物の値段
今日の朝
種子から芽を出して、まだ日の
経ってない植物

1
4

5

7
8

10
11

12

13
15

16

17

19
21

22

その人がその場にいないこと
仏像をまつり、坊さんが修行し
たり、仏事を行う所
松の幹から分泌される粘り気の
ある樹脂
タコを捕まえるためのつぼ
背骨の通っている縦の筋。「○
○○をのばす」
一万の一万倍
映像を記録すること。また記録
した映像
液体に含まれる沈殿物、不純物
などをこすのに使う紙
寝る時頭を乗せるもの
英 語 で「い いえ」「い やで す」
などの否定の意味を持つ言葉
貸金・預金などにつく利子。利息。
利子の割合
グー・チョキ・パーの形を出し
て勝ち負けを決める遊び
運動会の競技「○○引き」
米を炊いたり、湯を沸かしたり
する金属製の道具
本を読んだり、物を書いたりす
るための平らな台

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切6月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和３年8月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
囀
り
や
十
人
十
色
の
絵
画
展
　
　
　
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
父
母
の
遺
影
に
声
か
け
桜
餅
　
　
　
　
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
春
日
影
落
ち
て
動
か
ぬ
時
計
五
時
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
春
う
ら
ら
梢
の
雀
恋
ダ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
春
の
土
踏
ん
で
弥
栄
子
に
託
す
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
一
服
の
夫
に
寄
り
添
い
春
の
猫
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
野
菜
苗
春
の
陽
差
し
に
右
向
け
右
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
危
く
も
淘
汰
さ
れ
ず
に
余
り
苗
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
遠
嶺
の
白
銀
初
夏
の
ダ
ム
の
水
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
沈
丁
の
香
り
揺
れ
い
る
に
わ
た
ず
み
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
思
惑
は
あ
り
あ
り
と
有
り
種
お
ろ
し
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
日
の
本
の
宝
物
な
り
桜
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
字
足
ら
ず
の
日
永
一
句
を
持
ち
歩
く
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
母
が
呼
ぶ
桜
し
べ
降
る
弘
徳
寺
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
老
い
初
め
て
居
眠
り
癖
の
羽
抜
ど
り
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
な
ま
く
ら
な
指
よ
り
こ
ろ
げ
桜
餅
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
新
茶
着
き
一
人
静
か
に
聞
き
入
れ
り
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
薄
暑
か
な
抱
か
れ
て
散
歩
す
る
仔
犬
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
頂
き
の
真
白
に
蝦
夷
の
春
映
ゆ
る
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
つ
ら
き
世
に
初
物
の
蕗
食
べ
て
お
り
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
四
月
朝
意
を
決
し
て
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
レ
ー
ス
揺
れ
隣
家
の
香
来
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ウ
　
森
田
裕
美
子

　
ふ
ら
こ
こ
や
伸
び
ゆ
く
息
子
見
惚
れ
を
り
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D

1 2 3 4

7 5 6

7 8 9

10 11

12 13 14

15 16

17 18 19 20

21 22

D

C

A

B

（18）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．JAバンク基本方針に基づくJA財務モニタリング

の報告について
６．固定資産の修繕について
７．職員の人事及び業務事故について
８．農作業アルバイトについて
９．第7次農協経営計画の第一年次（令和2年度）の

実践状況について
10．営農センター増築工事、ホクレンショップイチヤ

ン店改修工事に係る入札結果について
11．営農センター増築工事に係る起工式の開催について 
12．貸出金の貸付報告について
13．クミカン貸越極度額の設定について

14．令和３年産米の「生産の目安」並びに「緊急深
堀り対策」の取組み状況について

15．新市場開拓に向けた水田リノベーション事業の
採択結果について

16．令和3年度JAきたそらちスマート農業技術研
究会実証実験について

17．令和3年度「カレッジあみてぃえ」受講生とカ
リキュラムについて

18．令和3年度「北育ち元気塾」受講生とカリキュ
ラムについて

19．令和3年3月営農懇談会意見・質問報告について
20．米在庫状況について
21．畜産物の販売実績について
22．青果・花き集荷販売実績について
23．経済部事業実績について

1. 令和3年産米の取扱いについて
2. 令和3年産「玄そば」の取扱いについて
3. 令和3年産農産物予約前渡金及び概算金について

議案第１号　令和2年度決算監査に対する回答について
議案第２号　令和3年度コンプライアンス・プログラ

ムについて
議案第３号　出資金の持分譲渡について
議案第４号　信用事業及び財産の状況に関する説明書

類の縦覧について

議案第５号　FinTech企業等との連携及び協働に係
る方針について

議案第６号　共済規程の一部変更（付議済み）に係
る農林水産省からの「変更理由書」の
修正指示について

提
出
議
案

協
議
事
項

報
　告
　事
　項

第５回理事会 〈令和３年5月7日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和３年4月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,331
94

5,712
275
950

当月末
18
0
18
0
13

脱退
10
3
27
1
4

加入
1,339
91

5,703
274
959

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和３年４月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

64,082kWh 発電電力

○累計（R2.12～R3.4）

171,764kWh
8,138kWh

2,211kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 △

42,204kWh

21,143kWh

（19） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



金融共済部 共済課からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらち

（20）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち


